








要約:札幌市におけるマススクリーニングの追跡調査システムを確立するため,平成 9年度

から先天性代謝異常等検査と神経芽細胞腫検査の両者に関与する関係機関の代表からなる

連絡会議を組織した。会議の構成は,札幌市医師会産婦人科医会,北海道大学小児科,札幌

医科大学小児科,国立札幌病院小児科・外科,衛生研究所,各区の保健センター,母子保健行

政担当部局に加えて,今後の長期追跡調査を円滑に行うため札幌市医師会小児科医会,北海

道大学産婦人科,札幌医科大学産婦人科の 3機関を含めた 10 機関の代表とした。この連絡

会議は追跡調査だけでなく,スクリーニングに関連する採血,採尿,検査,精査・治療等のす

べての問題を調査検討し,スクリーニングシステム全体を向上させるための提言を行政へ

行うことができるようにした。

  追跡調査の流れは,①衛生研究所は年度毎に患者追跡調査一覧表を作成し,  これに基づ

き衛生局母子保健担当部門が小児慢性疾患治療研究台帳と照合し患者の確認・追加して衛

生研究所へ送付する,②衛生研究所は①により当該年度(初年度)と過年度(継続)の患者追

跡調査票を作成して該当精査治療機関に送付し回答を得る,③衛生研究所は患者追跡調査

データベースを構築してその結果を連絡会議に報告する,④連絡会議は報告を基に患児の

療育状況を検討し改善点を報告することの 4 点である。また,集積される患者データベー

スの解析はスクリーニング検査法,診断・治療法の改善に必須でり,その利用については研

究目的,発表方法を規定して連絡会議の承認を得ることとした。


